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日系大手小売A、Bは従来の日本人駐在員中心からローカル富裕層/外国人駐在員へ
のターゲットシフトが見られる。他の郊外型店舗は、近隣に居住する中間層(ローカル/
日本人駐在員)が主たるターゲット。

日本産品の取扱状況・顧客層(日系小売)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

日本産品の
ターゲット層 日本産品の取扱概況・評価

日系大手
小売A

日系大手
小売B

日系大手
小売C

その他
(小規模郊外型)

• 青果物・和牛等を中心にロー
カル富裕層

 日本人駐在員は手が届
かないケースが多い

• 70%がローカル住民・外国人
駐在員

• 30%が日本人駐在員

• 総じて、食品の安全と味にこ
だわるアッパーミドル層以上

• ローカル中間層

 8500SGD/月の収入が
目安

• 主に近隣に居住する
中間層
(ローカル/日本人駐在員)

• 店舗全体としては、ローカル層が主たるターゲットであるため、日本産品に偏りすぎないよう、
留意しつつ、取り扱っている

• ローカル富裕層のニーズに加え、企業がビジネスパートナーへの感謝を示すために青果物を
送るニーズ、インドネシア人を中心に見舞時に大量の青果物を購入するニーズが存在

• 競合は台湾産・韓国産・中国産だが、ターゲットが異なるため、双方を扱っている

• 従来、日本人駐在員が主たるターゲットだったが、現在はローカルのシンガポール人または外
国人駐在員にターゲットシフトしている

• 中間層は価格を重視するケースが多く、韓国産・中国産との差別化が必要

 1.5倍までが、他国産品(ローカル産品含む)との価格差の許容範囲

• ローカル中間層をターゲットとしており、水産物・加工食品を中心に取扱

• RE&S社の大阪オフィスにて、運営する外食レストランを含めた全体の調達方針を決定

• 惣菜・弁当をローカルに合わせた味付けにして、人気を得ている

• 中間層を主たるターゲットとし、加工食品を中心に取扱っているため、生鮮品の取扱は少な
い
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日系大手小売Aは、ローカル層を主たるターゲットとするために、日本産品の取扱割合を
一定以上に拡大する意向はないため、競合となる日本産品との差別化がポイント。ま
た、ブランド維持のために低価格の日本産品を調達する意向がない点も強調。

今後の日本産品の取扱意向(日系小売)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

取扱意向
増加意向の
高い品目 具体的な意向・重視する基準等

増加意向 現状維持 減少/意向なし

日系
大手小売A

日系
大手小売B

• –

• 鍋用の野菜
(特に大根、白菜、
ほうれん草)

• ローカル層が主たるターゲットであるため、日本産品の調達割合が一定以上にならな
いよう調整していく意向

• 近年、日本に行く機会が多くなっているシンガポール人が増え、日本での価格を知る
ことで、日本産品にプレミアムを支払う層が減ることを懸念

• 和牛に関しては日本産以外を取り扱う意向はない

• 安い日本産品を導入するつもりはなく、シンガポールに紹介できる品質・味のよい日本
産品を常に探究している

• 鍋用の野菜(特に大根、白菜、ほうれん草)の販売が急増している

• “安全でおいしい”が日本産品の売りであり、ローワーミドル層を狙って、中国産・韓国
産品と競合する低価格品を扱う意向はない

日系
大手小売C

その他
(小規模郊外型)

• もも

• トマト

• –

• 季節性のあるももやトマトの扱いを開始したい意向

• 加工食品中心にニーズは堅調だが、具体的な品目の増加意向は確認できず
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日系大手小売Aは3年前から複数のインポーターからの調達に切り替えている。日系大
手小売Bは自社輸入が基本で、全農との結び付きが強い。

日本産品の主な調達ルート(日系小売)

輸出業者 輸入業者 小売

日系大手小売A

日系水産物
輸入業者

青果物輸入業者
(国内輸出業者の現地法人)

国内輸出業者
水産物

青果物・
野菜

日系大手小売B

日系輸入業者等

国内輸出業者
（全農等）

調達の特徴

• 3年前から社内のマンパワーの問題でインポーター
からの調達に切り替えた

• 商品の差別化を重視し、現地系大手小売B、S
現地系大手小売Cと取引のあるサプライヤーから
の調達は避けている

• 畜産物：月1回、水産物(チルド)：満載の20
フィートコンテナで、週2回の調達

• 水産物(冷凍)：２週間に１回の調達

• 果物、野菜：空運で週１回、海運で週１回
(20フィートコンテナを満載)の調達

• 全農との結び付きが強く、自社輸入が基本

 全農が日本側の生産者や物流会社等
をコーディネート

• 野菜、果物：空運で週3回の調達

• その他生鮮品：海運で月2～3回の調達

• 加工食品：海運で月2～3回の調達

国内輸出業者

現地系畜産物
輸入業者

国内輸出業者
畜産物

青果物等多くの品目を自社輸入

出所：事業者ヒアリング



73©Accenture 2017. All Rights Reserved. 

《参考》 主要品目の販売価格比較

出所：現地視察、公知情報

「別添１：小売店舗における販売価格一覧」参照
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現地系の大手小売Aは、富裕層である現地駐在者を主なターゲットとして、日本産品の
販売を行っている。今後の取扱拡大にも意欲的だが、既存の日系インポーターとの関係
性は強固。

《参考》 現地系大手小売A

【概要】

• 同事業者の中核スーパーであ
り、47店舗が存在

現地系大手小売Bとの2
社でシンガポールの小売
市場を寡占

• 一般的な現地中間層がターゲッ
トだが、現地系大手小売Bと比
較して、高級路線であり、価格
帯・店内のデザイン性が高い

• 日本産品の主たるターゲットは、
富裕層である現地駐在者(中国
人、韓国人、インド人等)

現地系大手小売A

→ 寿司コーナーやウナギの蒲焼コーナーを設置するなど、
日本食の取扱・PRにも積極的

→ ただし、ウナギの蒲焼は台湾産が中心
(19.9~29.9SGD)であり、寿司に関しても日本産
品の使用は限定的

 ウナギの蒲焼は日本産(四万十産)も見ら
れるが、2倍以上の価格(48SGD)

→ 日本産青果物に関して、もも・メロン・ぶどう等を取扱

→ 他の日本産品を扱う小売店舗と比較しても高価格
帯の産品(もも：28~55SGD)

→ 【現地系大手小売D】日本産もも：
24.9SGD

→ 【現地系大手小売B】スペイン産もも：
6.95SGD

→ 水産物を中心に多くの日本産品を水産物輸
入業者Aから調達しており、関係性は強固

→ 店内には水産物輸入業者Aが借りている棚及
び隣接して寿司等の飲食が可能なスペースが
存在

→ 水産物が代表的な日本産品であり、ホタテ
(9.15SGD)、ズワイガニ(45.9SGD)、海老、ギン
ダラ、タイ等の多様な品目を取扱

出所：現地視察、事業者ヒアリング
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現地系大手小売Bはシンガポール最大のスーパーマーケットチェーンで、日本の加工食
品が販売されている。また一部店舗では日本産農産物の取扱もある。

《参考》 現地系大手小売B

→ マレーシアや中国等の外国産野菜が販売されている

【価格例】
外国産ロメインレタス(1パック1.40SGD)
中国産にんにく(1袋2.30SGD)

→ 外国産の寿司が販売されている

【価格例】
寿司(1パック12.90SGD)

→ 様々な外国産果物が販売されているが、価
格は日本産と比べて割安

【価格例】
中国産りんご(5個3.65SGD)
スペイン産ぶどう(1パック2.95SGD)

→ 外国産の水産物を数多く
取り扱っている

→ 外国産の水産物の価格
は日本産よりも安い
【価格例】
フエダイ類の魚ステーキ1
個4.59SGD

→ 1匹1.00SGD未満で販
売されている魚も存在

出所：現地視察、事業者ヒアリング

【概要】

• ｽｰﾊﾟｰﾁｪｰﾝとしては現地で最大

• 同チェーンのスーパーは100店舗
以上あり、コンビニも含めると合計
190店舗以上が存在している

• 小売市場の約60%を占め、幅広
い顧客層を捉えているが、主に中
間層以下をターゲットとしている

• 店舗ブランドを複数に分けて運営
している。全ブランドにおいて日本
の加工食品を取り扱っているが、
農産物を取扱うのはそのうちひとつ
のみで、他国産の取扱量に比べる
と日本産は少ない傾向にある

現地系大手小売B
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現地系小売Dは、日本産の生鮮食料品を取り扱い、小売業と外食業の要素を融合した
特徴的な複合施設。また、シンガポールでは珍しく日本産鮮魚の販売も取り扱っており、
購入した商品は、施設内でのイートインが可能。

《参考》 現地系小売D

【概要】

• 日本から直送した生鮮食品を中
心に、シンガポールにおいても珍し
い小売店舗と外食店の現地企
業が運営する融合施設

• 2015年11月開店した新しい施
設

• ホテル、オフィス街が多い都心部
に位置

• 顧客層は、会社員、観光客を主
にターゲットしており、顧客の
60％は現地人と外国人駐在
員、残り40%は周辺ホテルに宿
泊する観光客

現地系小売D

→ 高級な日本産和牛も販売されている

【価格例】
北海道産和牛サーロインステーキ(26.80SGD/100g)
宮崎県産和牛リブアイ(35.90SGD/100g)

・日本産の果物が数多く取り
扱われている。

【価格例】
福岡県産ぶどう
(1パック132.90SGD)
みかん(1パック13.90SGD)
富士メロン(1個29.90SGD)

出所：現地視察、事業者ヒアリング

・ししとうやトマトなど日本産の
野菜が販売されている。白菜な
どは消費量や価格を考慮して、
半切りにするなどして販売され
ている。

ししとう(1パック4.90SGD)
トマト(1パック6.90SGD)
タケノコ(1パック4.90SGD)
白菜(半切り9.85SGD)

→ シンガポールで珍しい日本産鮮魚の市場が存在。魚
だけでなくカキ等も取り扱われている

→ 日本産のビールも数多く取
り扱われており、消費者モテ
にとってみるなど、関心を集
めている
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日系大手小売Aは、現地の富裕層・中間層の顧客をターゲットとしており、贈答用の日
本産の高級フルーツやホームパーティー用の高品質な日本産の生鮮食料品を豊富に取
り揃えている。

《参考》 日系大手小売A

【概要】

• シンガポール全土で6店舗を展
開

• 富裕層、中間層が主な顧客

• 富裕層や法人をターゲットとした
高級フルーツ等を取り扱っている

• 和牛等の90%以上はシンガ
ポールの富裕層をターゲットとして
いる

日系大手小売A

→ 日本産野菜も豊富

【価格例】
大根(1本約10SGD)
サツマイモ(1.90SGD/100g)
白菜(半切り約7SGD)

→ 高価な日本産和牛のステーキ肉や切り落としが販
売されている

【価格例】
和牛ステーキ(28SGD/100g)
和牛切り落とし(24.50SGD/100g)

→ 日本産の果物は、山梨県などの産地を強くアピー
ルする形で販売がされている

【価格例】
山梨県産マスカットぶどう(1パック19.90SGD)
陸奥りんご(1個9.90SGD)

→ 日本産の鮮魚や寿司を販売している寿司は現地の
好みに合わせサーモンが入っている

【価格例】
さんま(2匹7.90SGD)
寿司(1パック10.80SGD)

出所：現地視察、事業者ヒアリング
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日系大手小売Bは中間層以上が主なターゲットで顧客の30%が日本人である。新鮮
で高品質な日本産品にこだわり、現地レストランへの販売も行っている。

《参考》 日系大手小売B (1/2)

【概要】

• 日系スーパーである同社の海外
スーパーマーケット2号店

• 顧客層は食品安全と品質にこだ
わる中間層以上であり、30%が
在留日本人、70%が現地のシ
ンガポール人及び外国人駐在員

• 一般消費者以外に、現地レスト
ランへの食材の販売も行う

• JA全農と連携して、日本から農
産物等を調達

日系大手小売B

→ 精肉コーナーでは主に北海道産、宮崎県産のしゃぶしゃ
ぶ、焼肉、すき焼き用の肉が販売されている

【価格例】
北海道産しゃぶしゃぶ用サーロイ(21.90SGD/100g)
宮崎県産焼肉用肩切り落とし(100gで17.80SGD)
北海道十勝産クリームチーズ(1個7.90SGD
北海道十勝産カマンベールチーズ(1個7.70SGD)

→ 刺身やウニなど高価な海産物も販売されている

【価格例】
真鯛(1パック12.95SGD)
北海道直送のウニ(1パック43~169SGD)

→ ねぎ、大根等の日本料理でよく使用される野菜が
数多く店頭に取り揃えられている

→ “北海道産”の大根、”大分県産”の三つ葉等といっ
たラベルで日本の地方産品を積極的に宣伝

→ 山梨や長野産の果物が高価格で販売されている

【価格例】
山梨県産のナシ(1個12.80SGD)
山梨県産のプルーン(1束25.80SGD)
長野産のぶどう(1パック68SGD)

出所：現地視察、事業者ヒアリング

北海道をテーマとし
たフェアを実施する
など、日本産品の
PRを行っている
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日系大手小売Bは干物や漬物や冷凍食品等の日持ちのするものの他に、弁当やおにぎ
りなど現地加工の惣菜等が販売されている。

《参考》 日系大手小売B (2/2)

出所：現地視察、事業者ヒアリング

→ 様々な種類の干物がトレイに
入れて販売されている

【価格例】
しまほっけ(13.90SGD)
いわし丸干し(9.90SGD)
するめ(15.50SGD)

→ エビグラタン、ピラフ、うどん、きしめんと
いった冷凍食品の他にも梅干しやの
り、しらたき等の保存が効きやすい日本
産の様々な加工食品が販売されてい
る

【価格例】
きしめん(2食入り5.90SGD)
のり(5枚入り1.60SGD)

現地加工の弁当やおにぎりなど
の惣菜が販売されている

【価格例】
スパムむすび2個（5.0SGD)
お弁当(1個7.50SGD)

→ たくあんなどの漬物や油揚げ、豆腐なども販売されている

【価格例】
たくあん一本(5.80SGD)
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日系小売Dは、中規模のスーパーであり、日本人および富裕層を主なターゲットとして、
加工食品をはじめとする日本食品を販売している。

《参考》 日系小売D

日系小売D

→ 日本産加工食品がメイン
であるため、さまざまな懐
かしいお菓子の取扱も

【価格例】
スイカボール(井村屋)
(1個2.90SGD)
パピコアイス(グリコ)
(1個2.90SGD)

主に日本産の加工食品を販
売しており、肉類（ソーセージ、
チャーシュー）や魚介類（うな
ぎ蒲焼き）の他に調味料など
が販売されている。

コシヒカリを中心に各県のコ
メを販売している

【価格例】
新潟県産こしひかり
(29.70SGD/2kg)
長野県産こしひかり
(20.90SGD/2kg)

出所：現地視察、事業者ヒアリング

日本産のオリーブオイルや
オリーブオイル味のせんべ
いも販売

【概要】

• 2015年にシンガポールで開店
し、現在3店舗が運営されている

• シンガポールの日本人と富裕層
をターゲットに、日本食品に特化
したミニマート

• 加工食品輸入業者Aが運営し
ており、輸入品の安定的な卸
先・テストマーケティングの役割を
持つものと推定される


